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時期によりこんなに変化する 

イタリアンライグラスの生育段階による飼料価値の変化 

岡山大学教授 農学博士  須 藤   浩 

 

 最近、基礎飼料とてイタリアンライグラスが高く

評価されて、全国的に作付け面積が拡大されて来て

います。畑地の利用はもとより、とくに水田裏作に

いちじるしく伸びております。 

 イタリアンライグラスは岡山県にもよく適してお

り、周当な管理を行なえば水田の裏作で２万 kg程度

の収量も可能になります。 

 しかし、この牧草も生育段階により、その飼料価

値が変ることはもちろんであって、イタリアンライ

グラスを合理的に利用する為にはこの変化を十分に

知っておくことがもっとも大切なことです。 

 

―生育時期による養分含有率の変化は？― 

 生育段階によって養分含有率がどのように変化し

ているかを知っておくことは、収穫時期の決定や、

給与する面からも重要であります。ここに筆者らが

岡大農学部付属農場で行なった試験があるので載せ

ておきますが、大体、本県内ではこれに準じた変化

があるものと考えてよいでしょう。 

 この試験は 1960 年 11 月 17 日に播種して、翌年の

４月 13 日（若葉伸長初期）より６月 15 日（穀実糊

熟期）にいたる 64 日間、１週間ごとに 10 回収穫し

て収量調査、成分分析を行なったものです。 

（１）一般成分の移り変り 

 一般成分の分析結果は第１表のような変化を示し

ています。 

 これを見ると、草丈は開花期まで急速に伸長して

おり、それ以後はあまり変っていません。粗タンパ

ク質の含有率は生長が進むにつれて減少し、開花期

には伸長期の半分以下になっております。反面、粗

繊維の含有率は開花期まで平均して増加しています。 

（２）収量と養分の推移 

 前記の試験圃場を坪刈りして平均量を出して 10ａ

当りの収量に換算して、第１表の分析結果からその

養分量を求めて算出したものが第２表です。 

 この結果を見ますと、乾物の収量は次第に増加し、

成熟までの９週間に約８倍も増加していることがわ

かります。 

 一方、粗タンパク質収量は生育初期から増加を続

け、出穂 80％期に最高になり、それ以後はわずかず

つ減ってゆきます。これに対して、粗繊維は生育が

進むにつれて急速に増加してゆき、とくに出穂直前

にいちじるしく成熟期には若葉伸長初期の約15倍に

なっており、成熟期における粗繊維の量は全乾物量

の 34％を占めています。植物の家畜による消化率は

一般に粗繊維の含量によって左右されるのでありま

すから、生育が進むにつれて消化率が低下すること

は容易に解ると思います。 

（３）プロビタミンＡの含量と収量はいかに変るか 

 家畜にとってビタミンＡが欠乏すると抗病性がな

くなり、成長がとまったり繁殖力が衰えます。ビタ

ミンＡの前段階であるプロビタミンＡ（カロチン、
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クリプトキサンチン）は草類に多く含まれており、

良質の生草、乾草、サイレージなどにはたくさん含

まれておりますが、イタリアンライグラスではその

含量は生育段階によってどのように変化しているで

あろうか？ 

 いま、前記の各生育時期別にプロビタミンＡの含

量を調べ、またその 10ａ当りの収量を計算して出し

たものが第３表です。 

 表を見れば解るとおり、若葉伸長初期の葉の多い

時期にはプロビタミンＡの含量は 75.0kg％であるの

で、成熟期には 2.7kg％とわずか前記の４％程度にな

ってしまい、とくに初期の含量の下り方はたいへん

なものです。10ａ当りの収量のほうを見ると、出穂

直前より開花期までの間が大体最高となっており、

糊熟期から急に減っています。粗タンパク質収量の

最高が出穂 80％期でありますからおおよそ粗タンパ

ク質と平行していると考えられます。 

 

―消化率はどのように変るか？― 

（１）生草の消化率 

 第４表はヤギ２頭（♂）をつかっての消化試験の

結果です。一見して解るように、消化率は生育段階

の進むのにつれて低下しています。 

 すなわち、若葉伸長期には有機物の消化率が 83％

であるのに糊熟期になると 59％に下っています。 

 第５表は第４表の消化率をもとにはじき出した 10

ａ当りの DCP（可消化粗タンパク質）と TDN（可消化

養分総量）の収量です。表のとおりに DCP の収量最

高期は出穂直前～出穂 30％期の間で、DCP があまり

下らず、TDN が最高に近い時期は開花期であります。

したがって、出穂 80％～開花期の間に刈取って乾草

調製をすれば、もっとも多量の TDN をあげることが

できます。 

 但し、青刈利用の場合や刈取回数をふやして収量

をあげる場合は異なってきます。 

（２）乾草の消化率 

 穀実着生～糊熟期に刈取り３日間で仕上げた乾草

を前記のヤギをつかっての消化試験では、この乾草

の有機物の消化率は 56％で、同時期の生草の有機物

の消化率 70％に比べてかなり劣り、粗タンパク質で

も生草の 77％に対して 40％と、はなはだしく劣る結

果になっています。 

（３）サイレージの消化率 

 生育段階別に収穫調整したイタリアンライグラス

サイレージの消化率を、前記同様ヤギで試験した結

果、やはり生育段階の早いもの、つまり出穂前のも

のが、もっとも消化率が高く、次に出穂開花初期の

ものと糊熟期のものではその差はほとんどありませ

んでした。 

 また、サイレージの品質をみると糊熟期のものが

一番よく、続いて出穂直前、出穂～開花初期のもの

ですが、これら二つの差はありません。しかし、生

育が進むにつれて、サイレージの捨てる部分が多く

なる傾向がありますから、詰込みの際、踏圧、被覆
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などを十分に注意する必要があります。イタリアン

ライグラスは品質のよいサイレージが得られ易いと

思われていますが、なかなかむずかしい技術がいる

草の一つです。添加物の利用によって品質の向上を

図ることが望ましくとくに上層の詰終りの部分への

工夫が大切でありましょう。 

（４）サイレージにした場合の 10ａ当りの養分収量

はどうなるか 

 以上の記録から 10ａ当りの草をサイレージとした

場合の養分収量を計算したものが第６表になります。

これは生草収量を第２表からもとめ、サイレージの

廃棄率は一般の場合の率を採用しています。この結

果はイタリアンライグラスをサイレージ材料として

つかう場合の刈取るべき時期を示しています。すな

わち、可消化粗タンパク質を主とした場合は出穂直

前に刈り取るのがよく、サイレージの品質、また TDN

を多くするためには糊熟期に刈り取るべきでありま

す。 

 しかしながら、出穂直前から糊熟初期にいたるそ

の間約１ヵ月近くもありますから、後作の点、生産

面から考える場合には、出穂直前に刈り、添加物の

使用によってサイレージの品質の向上を図るべきで

あります。開花期に刈り取る場合も同様です。 

 

―生草、サイレージ、乾草の消化率の比較― 

 同一材料を生草で給与した場合とサイレージ、乾

草に調整して与えた場合、消化率がどのように異な

るかを知っておくことも必要でありましょう。 

 前記した試験圃場のイタリアンライグラスを糊熟

初期に刈り取り、一部は生草のまま、他をサイレー

ジと乾草に調整してヤギに与え、消化率を調べたも

のが第７表です。 

 サイレージを生草と比べると、粗脂肪と粗繊維の

消化率はサイレージが勝れているが、純タンパク質

は極度に生草より劣っています。 

 乾草は生草に比較して、全般にわたり消化率はわ

ずかに低く、純タンパク質はかなり低下している。

このように乾草と生草の差が小さいのはイタリアン

ライグラスがイネ科であるため、乾草調整中に養分

の一番多い葉の部分の脱落が少ない為で、これがマ

メ科牧草だと差がもっと大きくなります。 

 サイレージと乾草ではあまり大きな差はみられま

せん。 

 このようにイタリアンライグラスはサイレージで

も乾草でも、かなりの品質に仕上がれば、有機物の

消化率は、生草に近いものが得られると期待してよ

ろしいでしょう。 

 

 

▼和牛注意書▼ 

和牛試験場  嘉 寿 頼 栄 

 

◆子牛の異嗜に気を付けましょう 

 異嗜は子牛に多いもので、冬期の舎飼の間に外に

出すと、土や、壁土を食ったり、壁板や飼槽を齧っ

たりします。これは無機物の欠乏がある場合に多く

発生しますし、また消化器に寄生虫のいる場合にも

起ります。このような場合には、カルシウム剤を与

えたり、ミネックスとか、ミネラル錠というような

無機微量要素を配合した製剤を食わせます。また寄

生虫がある場合もありますので、糞便検査をして、

寄生虫が見つかれば駆除せねばなりません。 

◆創傷性心のう炎も舎飼期に多い 

 健康な牛でも飼料の中に混入している釘、針、針

金などの金属物を食うものです。飼料の中でなくて

も、このようなものが口の届くところに置いてあれ

ば、よく食うこともあります。 

 異嗜などの場合や、貧血時には特によく食います。 

 摂取された金属の中で尖ったものは、第二胃を突

き抜けて横隔膜へ刺さり、さらに心襄や心臓に刺さ

れば、創傷性心襄炎をおこします。この病気は最初

頑固な下痢と消化障害をおこし、栄養が悪くなり、

食欲や反芻が減退します。起立するとき、または臥

るときに痛みの表情を示し、動作が鈍くなります。

一ヵ所にぼんやり立って、四肢を腹の下に集め、背
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を曲げていることもあります。胸垂とか、腹下部に

浮腫ができ、心臓の部分を叩くと痛がります。 

 このようにならぬうちに、早めにカウテクターで

診断をしてもらい、カウサッカーなどで取るなど、

早めに獣医師などに相談しましょう。 

 


